
  

 

                                   

                                                           

 

 

   

 

★経営支援事例★ 島根県の取り組み（令和 3 年度） 

掘取機の導入で収穫作業をラクに。‶国産しょうが〟のニーズを捉える‼ 

＊ 服部 善之（経営指導員）＊ 

従業員の意見や発想を柔軟に

取り入れ、「とりあえずやってみ

る」という精神で栽培及び商品造

りにチャレンジされています。 

チェレンジが成功に向かうよ

う、今後も応援させて頂きたいと

思っています！ 

＊代表取締役 安原 和男さん＊ 

服部さんには普段から、種々の

施策等色々な情報を提供しても

らったり、事業の相談に乗っても

らっています。その他に、会社の

経理や労務面でも商工会からフ

ルサポートして頂いていおり、そ

の手厚さには感謝しています！ 

有限会社 スプラウト島根／桜江町商工会 

■業種  製造業（農作物） 

■住所  島根県江津市桜江町市山429番地 

■連絡先 TEL：0855-92-1233 

FAX：0855-92-0445   

市役所職員時代に関わりのあった地元の事業者との出会いをきっかけに“農業”に触れ、サプリメントブ

ームの到来を予見し、当時同町内で遊休施設となっていた製茶工場を活用して事業を起こし、平成１６年に

開業。以来、「有機の思考」のもとに着実に栽培量と種類を増やし、現場にあっては従業員の想いや考えを

尊重する姿勢で、「地域の自立を目指した農業」を志す代表取締役の安原和男さんにお話しを伺いました！ 

取り組みの成果・効果を教えてください！ 

 機械を導入できたことで収穫作業の負担は減り、作業時間も短縮できました。結果として生産体制も整

い、今後は栽培面積を広げていく予定です。取引先に対しては、一定の数量を出荷できるようになったこ

とに加え、地元の道の駅でも販売を行っており、着実に売上が出てきています。現在「しょうが」は何も

加工せず収穫した状態で販売していますが、これまで他の作物では新商品を編み出しているため、その経

験をもとに「しょうが」も何かしらの形で加工し商品化したいと思っています！ 

取り組みのきっかけはなんですか？ 

もともと輸入品が多かった「しょうが」は、コ

ロナ禍を機に国産が全国的に注目され、町内の取

引先からも需要が伸びていると聞き、試験的に栽

培に着手しました。しかし、収穫は手掘り作業で

負担が大きく、時間もかかり生産量自体が限られ

てしまうことから、機械の導入を考えていました。 

商工会からどのような支援を受けられましたか？ 

 商工会の服部さんに相談し、この事業の活用を

勧めてもらいました。申請に向けては、販路開拓

を目指す上での、目標と今後のプランや期待でき

る効果を一緒に考えて頂き、採択後は取り組みか

ら実績報告に至るまで、要所でフォローをして頂

きました。 

 私は、 

『 小規模事業者持続化補助金 』 

を活用しました！ 

★有機栽培★ 

大麦若葉・ハト麦・米・えごま・もち麦・しょうが 


